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論文内容の要旨
熊井久雄
紀伊半島東部、大内山一紀勢地域における秩父帯の地帯構造形成過程に基づき、西南日本全体を視野に
入れた秩父累帯の帯状配列形成過程について議論した。
大内山一紀勢地域の秩父帯は、 8つの地質系統・コンプレックス 1a、笠木コンプレックス、千七越コン
プレックス、犬戻峡コンプレックス、コンプレックス皿a、勝瀬コンプレックス、コンプレックス皿b、大
杉コンプレックスに区分される。これらのうち、コンプレックス 1a、コンプレックス皿a、および勝瀬コ
ンプレックスは、地質体全体として層序を持たず、細粒な某質物質中に様々なサイズおよび岩烈のブロッ
クを含む、メランジュ相で特長づけられる。笠木コンプレックス、千石越コンプレックス、および犬反峡
コンプレックスは、組粒砕屑岩と海洋性岩石の構造的繰り返しによる破断相で特長づけられる。コンプレッ
クス而aは、主として砂岩で構成されるとともに海洋性岩石を伴わない、砂岩相で特長づけられる。これら
8つの地質系統は、コンプレックス laから大杉コンプレックスへ、ジュラ紀中世から白亜紀古世前期にか
けて年代が若くなる極性を有する。さらに、これらコンプレックスの付加年代は、放散虫化石帯の精度で
ほぼ連続的である。以上に基づけば¥これらコンプレックスはジュラ紀中世~白面紀古世前期にかけて一
連の付加作用で形成されたと判断される。しかし、付加時の初生的な構造累重関係は、後生的な情造運動
により著しい改変を被っている。
東西k向で北に傾斜する宮川|スラストを境に、ジュラ紀中世~白亜紀古世前期付加被合体ーの 2帯配列が
認められる。これは、宮川スラストが白亜紀新世に仏像構造線の活動に伴い南方に衝上したためである。
この秩父帯の2帯配列は、北部秩父帯と南部秩父帯にそれぞれ対応している。
北部秩父帯と南部秩父帯の2帯配列は、南北性の高角度断層である西山)f I一枝木川断層により改変を被っ
ている。すなわち、南部秩父帯では本断層を境に東側で、付加複合体の深部相が上拝した。商山J1-笠木
川断層は、紀伊半島の広い地域で生じた、中期中新世の酸性火成活動に伴って活動した可能性が指摘でき
る。
秩父累帯は、両南日本全体では北部秩父帯、黒瀬川帯、市剖i秩父帯の帯状記列で特長づけられる。主と
して古生界で特長つけられる黒瀬川|帯は、ジA ラ紀新世前期Oxfordianに秩父帯の情造的止位にナップと
して累重した。白亜紀新世には、秩父累帯の内部で両方への衝上が生じ、北部秩父帯と両部秩父帯の 2帯
配列が完成した。秩父累帯の地帯I気分に際しては、白唖紀新世に活動した宵川スラストに相当する断層を
認定することが重要である。
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論文審査の結果の要旨
日本列島の中軸部を構成する中・古生代地質体が、 1980年代以降の広域的再検討によって、基本的には
中生代造構作用で帯状に配列されたことが明らかになってきている。しかしながら、丙南H本外帯の秩父
累帯における北部秩父帯・黒瀬川帯・南部秩父帯の帯状配列の過程に関しては、中生代テクトニクスを論
じるに当たって重要課題であるにもかかわらず様々な解釈がなされ、:忘見の一致を見ていないのが現状で
ある。
木論文の著者は、紀伊半島西部及び東部域の三波川帯・北部秩父帯・黒瀬川帯・南部秩父帯・四万十帯
にまたがる地帯において、詳細な野外地質調査を基本として構造地質学的・放散虫生層序学的検討に重点、
をおいた付加体地質学的研究を実施した。その結果、秩父帯を構成する付加複合体の堆積年代、源岩層序、
岩型、そして各コンプレックス聞の構造関係等から、以下の造構過程を明らかにした。(1)検討地域の秩父
帯は、岩型構成から 8つのコンプレックスに区分され、ジュラ紀中世~白亜紀古世前期にかけてのー連の
付加作用で連続的に形成された。 (2)黒瀬川帯は、ジュラ紀新世前期に秩父帯に街上した。 (3l紀伊半島東
部境では白亜紀新世に秩父累帯が四万十帯上に街上した際、秩父累帯内においても北から南への衝上断層
(宮川スラスト)が生じ、北部秩父帯が黒瀬川帯と南部秩父帯に衝上した。 (4l古第三紀前期には三波川帯
が北部秩父帯に衝上した。
以上の紀伊半島における検討結果から、秩父累帯の帯状配ダlJの基本構造ーはジュラ紀新世前期における黒
瀬川|ナップの形成と、白亜紀新世における秩父累帯内部での大規模スラストによって形成されたと考察し
ている。
本論文で明らかにされた検討結果と考察内容は、西南日本の中生代地質構造発達史に新しい解釈を与え
るものであり、テクトニクス分野に大きく寅ー献するものである。よって、本論文は博 1:(理学)の学位授
与に値するものと審査した。
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